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〇

ピ
プ

ラ

ハ
ワ
発
掘

の
今
昔

と
問

題
点

中

村

瑞

隆

釈
尊
の
宮
殿
カ
ピ
ラ
城
は
何
処
に
あ
る
か
と
い
う
調
査
は
十
九
世
紀

の
半
か
ら
多
く
の
学
者
や
探
検
家
た
ち
が
仏
教
経
論
や
法
顕

(
五
世
紀

初
頭
)
・
玄
奨

(
七
世
紀
中
頃
)
な
ど
中
国
僧
の
イ
ン
ド
仏
跡
巡
礼
記
に
よ

っ
て
、
舎
衛
城
を
起
点
と
し
示
峻
さ
れ
た
方
向
と
距
離
を
も
と
に
行

つ

て
き
た
。

し
か
し
、
法
顕
伝
も
西
遊
記
も
今
日
の
よ
う
な
地
理
的
経
緯

と
正
確
な
里
程
を
示
す
も
の
で
は
な
か
つ
た
か
ら
探
索
者
に
よ
つ
て
そ

れ
ぞ
れ
異

る
遺
跡

・
古
墳
を
カ
ピ
ラ
城
と
比
定
し
、
帰

一
す
る
に
は
至

ら
な
か
つ
た
。

釈
尊
の
聖
誕
を
記
念
す
る
阿
育
王
の
建
て
た
石
柱
が

一
八
九
六
年
、

ル
ミ
ン
デ
イ
か
ら
発
見
さ
れ
、
石
柱
の
刻
文
か
ら
ル
ミ
ン
デ
イ
が
昔
の

ル
ン
ビ

ニ
園
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。

ル
ン
ビ
ニ
園
の
発
見
は
カ
ピ

ラ
城
探
索
を
安
易
な
ら
し
め
た
。
と
い
う
の
は
、
法
顕
も
玄
婁
も
カ
ピ

ラ
城
東
方
約

一
五
マ
イ
ル
内
外
で
ル
ン
ビ
ニ
園
に
達
し
て
い
る
か
ら
、

ル
ン
ビ

ニ
園
の
確
定
に
よ

っ
て
西
方
約

一
五

マ
イ
ル
の
距
離
周
辺
に
あ

る
古
墳
遺
跡
に
標
的
を
定
め
れ
ば
よ

い
こ
と
と
な

つ
た
か
ら
で
あ
る
。

(
1
)

(2
)

し
か
し
、
法
顕
と
玄
斐
は
ほ
ぼ
同
じ
旅
を
続
け
な
が
ら
舎
衛
城
と
カ

ビ
ラ
城
に
到
る
記
述
に
は
二
重
の
く
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。
(
1
)
法
顕
は

カ
ピ
ラ
城
が
拘
那
含
仏
の
塔
の
東
に
あ
る
と
記
し
、
玄
婁
は
カ
ピ
ラ
城

か
ら
南
五
〇
里
の
拘
楼
秦
仏
の
塔

へ
、
拘
楼
秦
仏
の
塔
か
ら
東
北
三
〇

里
に
あ
る
拘
那
含
仏
の
塔

へ
巡
礼
し
て
い
る
。

従

つ
て
玄
突
に
よ
れ
ば

カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
は
拘
那
含
仏
の
塔

の
西
北
に
当

る
こ
と
と
な
る
。
ま
た

玄
婁
は
拘
楼
秦
仏
の
ス
ト
ー
パ
の
側
に
は
師
子

の
像
を
刻
ん
だ
阿
育
王

建
立
の
三
十
余
尺
の
石
柱
が
あ
つ
た
こ
と
、
拘

那
含
仏

の
ス
ト
ー
パ
の

側
に
も
師
子
像
を
刻
ん
だ
二
十
余
尺
の
阿
育
王
石
柱

の
あ
つ
た
こ
と
を

記
し
て
い
る
か
ら
、
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
の
探
索
に
は
阿
育
王
石
柱
は
大
き

な
手
が
か
り
と
な
つ
て
い
る
。
(
2
)
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
と
ル
ン
ビ
ニ
と
の
距

離

の
違
い
で
あ
る
。
法
顕
は
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
か
ら
直
接
ル
ン
ビ
ニ
に
道

を
と
り
五
十
里
、
玄
婁
は
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
か
ら

東
南
三
十
里
の
箭
泉

へ
、
そ
れ
よ
り
東
北
に
八

・
九
十
里
歩
い
て
ル

ン
ビ
ニ
に
到
達
し
て
い

(3
)

る
。

法
顕

と

玄
婁

の
二

重

の
く

い
違

い

に
対

し
、

ビ

ン
セ

ン
ト

・
ス
ミ

ス
は

法
顕

伝

の
カ

ピ

ラ

バ

ス
ト

と
東

方

ル

ン
ビ

ニ
の
距

離

五

十

里

(
約

九

マ
イ
ル
)

説

に

従

い
、

ル

ン
ビ

ニ
を
中

心

と

し

て
西

に

半

径

九

マ
イ
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ル
の
孤
を
描
く
と
き
㌻
そ
の
孤
は
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
(
イ
ン
ド
憤
)
近
く
の
遺

跡
群
を
通
り
、
他
の
遺
跡
群
と
は
交
ら
な
い
。
従
つ
て
法
顕
の
訪
れ
た

カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
は
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
に
違
い
な
い
と
考
え
、
他
方
玄
奨
の
西

域
記
に
よ
っ
て
西
に
半
径
十
四

マ
イ
ル
の
孤
を
描
く
と
き
、
そ
の
孤
は

大
遺
跡
の
中
央
部
に
あ
る
チ
ラ
ゥ
ラ
コ
ッ
ト
(
ネ
パ
ー
ル
領
)
を
横
断
す

る
。
即
ち
チ
ラ
ウ
ラ
コ
ッ
ト
の
遺
跡
群
は
玄
奨
の
訪
れ
た
カ
ピ
ラ
城
で

あ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
法
顕
と
玄
婁
が
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
内
や
そ
の
周

辺
で
十
二
を
数
え
る
同
じ
物
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
両
三
蔵

の
記
し
て
あ
る
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
と
ル
ン
ビ
一一
の
距
離
が

一
致
し
な
い
か

ら
と
い
つ
て
法
顕
と
玄
奨
の
訪
れ
た
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
は
異
り
、
二
ヶ
処

の
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
が
あ
つ
た
と
は
な
し
難
い
の
で
あ
る
。
ペ
ッ
ペ
が
ピ

プ
ラ
ハ
ワ
で
大
石
棺
を
発
見
し
た
数
年
後
に
、

ピ
プ
ラ
ハ
ワ
を
検
証
し

(
4
)

た
イ
ン
ド
の
考
古
学
者
ム
ケ
ル
ジ
ー
は
法
顕
と
玄
婁
の
記
録
を
再
検
討

し
、
経
論
の
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
の
状
況
描
写
や
西
域
記
に
あ
る
拘
楼
秦
仏

と
拘
那
含
仏
の
ス
ト
ー
パ
の
側

の
阿
育
王
石
柱
の
所
在
と
カ
ピ
ラ
バ
ス

ト
の
地
理
的
関
係
、
な
ど
か
ら
、
「
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
に
あ
る
巨
大
な
遺
跡

群
は
恐
ら
く
釈
尊
の
晩
年
舎
衛
国
の
毘
琉
璃
王
に
よ
つ
て
破
壊
さ
れ
た

後
で
、

カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
か
ら
移
住
し
た
釈
迦
族
に
よ
つ
て
建
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
に
こ
そ
、
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
は
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
か

ら
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
処
に
求
め
る

べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
経
論
や
巡

礼
記
の
記
述
を
も
と
に
八
理
由
を
あ
げ
、

ス
ミ
ス
が
玄
奨
の
訪
れ
た
カ

ピ
ラ
バ
ス
ト
を
考
え
た
チ
ラ
ウ
ラ
コ
ッ
ト
を
舎
衛
国
の
毘
琉
璃
王
に
よ

ウ
て
破
壊
さ
れ
、
釈
尊
が
出
家
す
る
ま
で
過
さ
れ
た
カ
ビ
ラ
バ
ス
ト
と

し
、
釈
迦
族
が
仏
舎
利
の
八
分
の

一
を
得
て
ス
ト
ー
パ
を
建
て
奉
祀
供

養
し
た
処
が
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

ム
ケ
ル
ジ
ー
の
チ
ラ
ウ
ラ
コ
ッ
ト
は
滅
亡
し
た
カ
ピ
ラ
城
、

ピ
プ
ラ

(5
)

(6
)

ハ
ワ
は

仏

舎

利

を
奉

安

し

た

場

所

と

同
様
、

ヴ

ォ

ス
ト
や

リ

ス

・
デ

ビ

ッ
ツ
も

チ

ラ

ゥ

ラ

コ
ッ
ト

は
旧

市
、

ピ

プ

ラ

ハ
ワ
を

新

市

と
考

え

た

の

で
あ

る
。

イ

ン
ド

と

ネ

パ
ー

ル
国
境

柱

第

四

四

標

柱

の
南

半

マ
イ

ル
、

ル

ン
ビ

ニ
園

よ

り

西
南

九

マ
イ

ル
に
巨

大

な

古

墳

群

が

あ

る
。

古
墳

の
南

側

の

ピ

プ

ラ

ハ
ワ

の
人

々
は

ピ
プ

ラ

ハ
ワ

コ

ッ
ト
と

い

い
、

北

側

の

ア
リ

ガ

ハ
ワ

の
人

々

は

ア
リ

ガ

ハ
ワ

コ
ッ
ト

と
呼

ん

で

い
る

が
、

一
般

に

は

ピ

プ

ラ

ハ
ワ

の
古

墳

で
通

つ
て

い
る
。

(7
)

一
八
九
七
年
、

ビ
ル
ド
プ
ル
の
地
主
ペ
ッ
ペ
は
こ
の
古
墳
で
約

一
六

×

一
〇
×
三
イ
ン
チ
の
煉
瓦
で
造
ら
れ
た
ス
ト
ー
パ
を
発
見
し
、
深
さ

(
7
)

八

フ
ィ

ー

ト
発

掘

を

し

て
中

止
し

た
。

同
年

十

月
、

ヴ

ィ

ン

セ

ン
ト

・

ス
ミ

ス
は

ピ
プ

ラ

ハ
ワ

の

ス
ト

ー

パ
を

調

査

し
、

ス
ト

ー

パ
は

重
要

且

つ
古

代

の

も

の
で
あ

る

こ
と

を
発

表

し
、

ペ

ッ
ペ
に

何

か
が

見

出

さ

れ

る

と
す

れ

ば

中

心
部
、

そ

し

て
グ

ラ

ン
ド

・
レ

ベ

ル
で
あ

る
だ

ろ
う

と

語

り
、

発

掘

を

続

け

る
よ

う

懲

懸

し

た
。

一
八

九

八
年

ペ

ッ

ペ
は

ス
ト

ー

パ
を
十

フ

ィ
ー

ト
四

角

に
発

掘

し
、

頂

上

か

ら

十

フ
ィ
ー

ト
の

と

こ

ろ

で
石

鹸

石

の
壊

わ

れ

た

小

さ

な
壷

を

発

見

し

た
。

壷

に

は

泥
土

が

つ
ま

つ

て

い

た

が
、

水

晶

・
金

の

装

身

ピ
プ

ラ
ハ
ワ
発
掘

の
今
昔

と
問
題
点
 
(中

村
)
 

一
一
一
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ピ
プ
ラ
ハ
ワ
発
掘

の
今
昔

と
問
題
点
 
(中

村
)
 

一
一
二

具
、

ビ
ー
ズ
な
ど
が
入

つ
て
い
た
。
十
八
フ
ィ
ー
ト
掘
つ
た
と
こ
ろ
で

四

・
四

×
二
・
八
×
二

・
ニ
フ
ィ
ー
ト
の
良
質
の
砂
岩
製
の
貴
重
品
函

を
発
見

し
た
、
函
蓋
の
重
さ
は

一
五
三
七
ポ
ン
ド
あ
り
、
函
の
蓋
は
四

つ
に
割
れ
て
い
た
が
、
函
の
中
味
に
は
少
し
の
損
傷
も
な
く
、
中
に
は

四
個
の
石
鹸
石
の
壼
と
水
晶
の
鉢
と
が
入
つ
て
い
た
。

一
、
石
鹸
石
の
壷
、
高
さ
六
イ
ン
チ
、
直
径
四
イ
ン
チ

(舎
利
壷
で
、

碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
た
。)

二
、

石
鹸
石
の
壷
、
高
さ
七
イ
ン
チ
、
直
径
四

・
五
イ
ン
チ
。

三
、

石
鹸
石
の
容
器
、
高
さ
五

・
五

イ
ン
チ
直

径
五

・
五

イ

ン
チ

(
こ
の
容
器
に
相
応
し
た
蓋
は
離
れ
て
あ
つ
た
。)

四
、

石
鹸
石
の
小
さ
な
壷
、
高
さ
約

一
・
五
イ
ン
チ
、
直
径
三

・
八

イ
ン
チ
。

五
、

蓋
の
あ
る
水
晶
の
鉢
、
高
さ
約
三

・
五
イ
ン
チ
、
直
径
三

・
三

イ
ン
チ
。

舎
利
壼
に
は
数
片
の
骨
が
入
つ
て
お
り
、
そ
の
他
に
金
の
装
飾
品
、

金
の
ビ
ー
ズ
、
上
半
身
が
裸
体
で
下
半
身
は
衣
類
を
つ
け
た
女
人
像
を

刻
ん
だ
金
板
、
渦
巻
模
様
の
つ
い
た
厚
く
大
き
な
円
形
の
直
径
ニ
イ
ン

チ
の
金
板
、
象
や
師
子
を
刻
ん
だ
金
板
、
背
に
は
三
宝
の
印
、
前
面
に

は
卍
の
印
の
あ
る
も
の
。
卍
の
印
だ
け
を
つ
け
た
数
片
、
六
枚
ま
た
は

八
枚
の
花
弁
を
も
つ
た
数
多
く
の
星
や
花
模
様
の
銀
や
金
の
薄
片
な
ど

で
、
銀

は
錆
び
て
い
た
が
金
は
美
し
く
輝

い
て
い
た
。
宝
石
で
は
花
と

渥
形
の
も
の
、
鋸
歯
状
や
葉
脈
の
も
の
、
三
宝
郵
、

ピ
ラ
ミ
ッ
下
、
色

々
の
形
や
大
き
な
穴
の
あ
い
た
ビ
ー
ズ
、
白
ま
た
は
赤
の
紅
玉
髄
、
紫

水
晶
、
黄
玉
、
柘
榴
石
、
珊
瑚
、
水
晶
な
ど
で
あ
つ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
き
な
石
の
貴
重
品
函
に
は
舎
利
の
入
つ
た
舎
利
壷

や
容
器
と
顯
し

い
副
葬
品
が
入
つ
て
お
り
、
単
な
る
貴
重
晶
函
で
は
な

く
て
大
石
棺
で
あ

つ
た
。

ス
ト
ー
パ
の
大
き
さ

は
高
さ
が
二

一
・
六
五

フ
ィ
ー
ト
、
地
面
で
の
直
径
は

一
一
一
フ
ィ
ー
ト
も
あ
つ
た
こ
と
、
頂

上
か
ら
十

フ
ィ
ー
ト
の
深
さ
に

一
つ
の
パ
イ
プ
管
が
あ
つ
て
煉
瓦
に
と

り
ま
か
れ
、

一
フ
ィ
!
ト
の
直
径
で
ニ
フ
ィ
ー
ト
下
り
、
四
イ
ン
チ
の

直
径
に
縮
り
石
棺
の
底
の
面
に
達
し
、
煉
瓦
積
み
は
石
棺
の
下
ニ
フ
ィ

ー
ト
ま
で
続
い
て
お
り
、
パ
イ
プ
も
そ
こ
で
終

つ
て
い
た

こ
と
を
記

し
、
"私
は
注
意
深
く
こ
の
パ
イ
プ
を
調
査
し
た
が
何
も
見
出

さ
な

か

つ
た
"
と
述
べ
、
ペ
ッ
ペ
は
石
棺
と
丸
い
パ
イ
プ
と
石
棺
の
下
ニ
フ
ィ

ー
ト
ま
で
続
い
て
い
る
煉
瓦
積
を
見

つ
け
発
掘
を
終
え
た
こ
と
、
更
に

ピ
プ
ラ
ハ
ワ
の
大

ス
ト
ー
パ
の
周
辺
に
は
僧
院
や
他
の
建
築
物
と
思
わ

れ
る
遺
跡
群
が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

ピ
プ
ラ
ハ
ワ
の
大

ス
ト
ー
パ
か
ら
発
見
さ
れ
た
穎
し
い
出
土
品
の
中

で
最
も
注
意
を
引

い
た
の
は
舎
利
壷
に
記
し
て
あ
る
古
い
パ
ー
り
文
字

(
8
)

の
碑

文

で
あ

つ
た
。

そ

の
碑

文

を
最

初

に
解

読

し

た

の
は

ビ

ュ
ー

ラ

!

で
あ

つ
た
。

氏

は

碑

文

に

少

し

修

正

を

加

え
、

ly
a
m
 
s
a
lila
 n
id
h
a
n
e

n
a
m
 s
a
p
u
tr
a
d
a
la
n
a
m

「
聖

な

る

仏

陀

の

こ
の
遺

骨

の
容

器

は
釈

迦

族

の

ス
キ

テ

ィ
児
弟

達

が
、

彼

ら

の
姉
妹

た

ち
、

息

子

た
ち
、

そ

し

て
妻

-636-



た

ち

と
共

に

(
奉

祀

し

た

も

の

で
あ

る
)
」

と

翻

訳
を

し

た
。

即

ち
、

舎
利

壷

に
納

め

ら

れ

て

い

る
舎

利

は
釈
迦

族

の
人

々
が

奉

祀

し

た

聖

な

る
仏

陀

の
舎

利

で
あ

る

と
解

読

し

た
。

碑

文

の

中

の

s
u
k
it
i
を

固

有

名

詞

と
見

る

か
、

su
k
ir
ti
又

は

s
u
k
rti
と
見

る

か
に

よ

つ

て
異

る

訳

が

与

え

ら

れ

る

け

れ

ど

も
、

「
仏

陀

の
舎

利

」

と
訳

し

た

の

は
、

イ

ギ

リ

ス
の
仏

教

学

者

リ

ス

・
デ

ビ

ッ
ズ

(T
.
 

R
h
y
s
 B
a
v
id
s
)
、
ド

イ

ツ
の

イ

ン
ド
学

者

ピ

シ

ェ
ル

(

M
ish
e
l)
、
フ

ラ

ン

ス

の

イ

ン

ド

仏

教
学

者

ス
ナ

ー

ル

(
E
.
 Se
n
a
r
t)
、
ド

イ

ッ

の

東

洋

学

者

リ

ュ
ー

ダ

ス
(9
)

(

L
u
d
e
rs)

な

ど

で

あ

る
。

こ
れ

に
対

し

て

イ
ギ

リ

ス
の
東

洋

学

者

プ

リ

ー

ト
は
碑

文

の

sa
k
i
の

上

に

y
a
n
a
m

と

い
う

ニ

シ

ラ
ブ

ル

が

あ

る

の
を
、

こ

の

a
n
a
m

は

sa
k
i
を

刻

り

終

つ

て
余

白

が

な

く

な

つ

て
そ

の
上

に
置

い
た

も

の

と

見
、

碑

文

の

順

序

を

変

え

て
、

s
u
k
it

b
h
a
tin
a
m

か

ら
始

ま

り

sa
k
iy
a
n
a
m

は
最

後

の
言

葉

と
考

え
、

「
こ

れ

は
姉

妹

た

ち
、

子

供

た

ち
、

妻

た
ち

と

一
緒

の
良

き
名

声

を

も

つ
も

の

の
兄

弟

た

ち

の
、

即

ち
、

仏

世

尊

の
親

族

の
舎
利

の
容

器

で
あ

る
」

と
訳

し

た
。

即

ち

フ

リ

ー

ト
に

よ

れ

ば
容

器

の
中

の
舎

利

は

「
釈

尊

の

親

族

で
あ

る

釈

迦

族

の
も

の
」

と

な

る
。

こ

の
訳

に
近

い
の
が

フ
ラ

ン

ス
の
東

洋
学

者

シ

ル
ヴ

ァ

ン

・
レ
ヴ

ィ

の
訳

で
あ

る
。

ま

た

フ
リ

ー

ト

は

s
u
k

を

固

有

名

詞

と

し

て
訳

し

た
。

こ

の
よ

う

に

小

さ

な

舎

利

壷

の
碑

文

に

対

し

て
、

一
は

「
仏

陀

の
舎

利

」

他

は

「
釈

迦

族

の
人

々

の
舎

利

」

と

す

る

二

通

り

の
訳

が

な

さ
れ

た
。

そ

し

て
仏

舎

利

説

を

と

る
人

々
は

こ

の

ピ

プ

ラ

ハ
ワ
出

土

の
仏

舎

利

こ
そ
釈

尊

入
滅

の
時

に
釈

迦
族
が
仏
舎
利
の
八
分
の

一
を
奉
持
安
置
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
大
般

浬
繋
経
な
ど
に
記
述
さ
れ
て
い
る
伝
承
が
こ
れ
に
よ
つ
て
史
実

で
あ
る

こ
と
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
考
古
局
は

一
九
七

一
年

一
月
か
ら
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
の
発
掘
を
再

(10
)

開
し
た
。
そ
し
て
そ
の
成
果
は
監
督
官

ス
リ
バ

ス
タ
ブ
氏
に
よ

つ
て
研

究
雑
誌
に

「
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
に
お
け
る
最
近
の
発
掘
ノ
ー
ト
」
と
題
し
て

発
表
さ
れ
た
。
七
二
年
の

一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
発
掘
で
、
土
製
の
塔

の
中
央
に
お
い
て
八
二
×
八
○
×
三
七
セ
ン
チ
の
煉
瓦
製
の
二
小
室
を

発
見
し
、

一
つ
の
小
室
の
底
部
に
最
大
径
七

セ
ン
チ
の
石
鹸
石

の
壼
が

あ
り
、
黒
く
焦
げ
た
遺
骨
が
入
つ
て
お
り
、
蓋

に
使
用
さ
れ
た
直
径
二

六
セ
ン
チ
の
二
枚
の
皿
も
出
土
し
た
。
他
の
小
室
に
も
二
枚
の
皿
を
も

つ
最
大
径
九
セ
ン
チ
、
高
さ

一
六
セ
ン
チ
の
石
鹸
石
の
壷
が
あ
つ
た
こ

と
、
塔
の
直
径
は
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
つ
た
こ
と
。
北
方
黒
色
磨
研

土
器
の
破
片
が
塔
と
同
時
期
に
属
す
地
層
か
ら
発
見
さ
れ
、
二
壼
は
西

紀
前
五
世
紀
か
ら
四
世
紀
に
遡
る
も
の
で
あ

つ
て
、
ペ
ッ
ペ
発
見
の
碑

文
の
刻
ま
れ
た
壷
よ
り
も
年
代
的
に
古
い
と
思

わ
れ
る
と
報
告
さ
れ

た
。ま

た
、
同
氏
は
七
三
年
の
発
掘
の
成
果
と
し
て
、
塔
の
東
側
の
僧
院

跡
か
ら
三

一
個
の
シ
ー
ル
を
発
見
し
た
と
報
告
し
た
。
七
六
年

一
月
二

四
日
の

T
h
e
 tim
es
 O
h
ln
d
ia
紙
の

「
喪
わ
れ
た
町
カ
ピ
ラ
バ

ス
ト

の
発
見
」
に
は
、
四
〇
個
の
シ
ー
ル
と
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
の
銘
文
の
あ
る

ポ
ッ
ト
の
蓋
を
発
見
し
た
。

シ
ー
ル
に
は
ブ

ラ
ン
ミ
ー
文
字

で
、
o
m

ピ
プ

ラ

ハ
ワ
発
掘

の
今
昔
と
問
題
点
 
(
中

村
)
 

一
一
三
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ピ
プ

ラ
ハ
ワ
発
掘

の
今
昔

と
問
題
点
 
(
中

村
)
 

一
一
四

d
e
v
a
p
u
tr
a
 v
ih
a
r
e
 K
a
p
ila
v
a
s
tu
 b
h
ik
s
u
 
sa
n
gq
h
a
s
y
a

(
私
訳
、

デ
ー

バ
プ
ト
ラ
の
僧
院
に
お
け
る
カ
ピ
ラ
バ

ス
ト
の
比

丘
僧

伽

の

(
も

の
)
)

と

あ

り
、

「
デ

ー

バ

プ

ト

ラ
は

天

の
子

と
自

称

し

て

い
た

ク

シ

ャ
ー

ナ

王

朝

の

カ

ニ
シ
カ
王

(
A
.

D

一
四
四
ー

一
七
〇
年
頃
)

で

あ

る

か

ら
、

シ

ー

ル
の

銘
文

に
よ

れ

ば
、

「
こ

の
僧

院

は

カ
ピ

ラ

バ

ス
ト

の
僧

の

懇

情

に

よ

つ
て

王

が
建

て
た

も

の
で

あ

つ
て
、

考

古

学

者

達

が

必

要

と

し

て

い

る
決

定

的

証

拠

で
あ

る

」

と

い

い
、

二
舎

利

壷

に

つ

い
て

は

「
私

達

が

見

つ
け

た

の

は
仏

陀

の
遺

骨

の

入

つ
た
本

物

の
壷

と
灰

の
入

つ
た

三
枚

の

皿

で
あ

つ
た
。

ピ
プ

ラ

ハ
ワ
が
真

実

に

カ

ピ

ラ

バ

ス
ト

で
あ

る

と

い

う

証

明

に

こ

れ
以

上
何

が

必
要

で
あ

ろ
う

か
」

と
述

べ
て

い
る
。

そ
し

て
、

「
幾

多

の
学

者

が
長

い
間
、

は

つ
き

り

し

た
考

古

学

的

裏

付

け

も

な

い
ま

ま
、

チ

ラ

ウ

ラ

コ
ッ

ト
こ

そ

カ

ピ

ラ

バ

ス
ト
で

あ

る

と

主

張

し

た
間

違

つ
た

確

信

の
根

拠

は

中
国

の

巡
礼

僧

法

顕

と

玄
婁

に

よ

る
記

録

で
あ

る
」

「
ペ

ッ

ペ
は
碑

文

を

記

し

た
壷

を

発

見

し

た
。

…

…

け

れ

ど
も

そ

の
碑

文

は

相

異

な

る

解

釈

が

さ

れ

た
。

そ
れ

は
仏

陀

と

釈

迦

族

の
人

々
の

こ
と

に

つ
い

て
触

れ

た

も

の

で
あ

る
。

そ

の
文

字

は
紀

元

前

三
世

紀

の
も

の

で
あ

る

が
、

仏

陀

の
死

ん

だ

の

は
前

五

世
紀

で

あ

る
。

学

者

達

は
時

間

の
違

い
を

解

決

す

る

こ
と

が
出

来

な

か

つ
た

の
で

あ

る

」
「
ペ

ッ

ペ
の
見

つ
け

た

舎

利

壼

は

た

だ

の
複

製

品

だ

と

思

う

」

「
僧

院

と
塔

の
位
置

を

確

定

し

た
氏

は
次

の
段
階

と

し

て
古

代

の
町

を

発

見

す

る

こ

と
に
努

め
、

二

つ
の
大

煉

瓦

建

築

を
発

見

し
た
。

多

く

の

遺

物

や

建
築

構

造

か

ら

い

つ
て
、

こ

れ
が

釈

迦
族

の
長

仏

陀

の
父
浄

飯

王

の
住

居

群

で
あ

る

こ
と

は
間

違

い
な

い
」

と

も
述

べ
て

い
る
。

シ
ー

ル

は
他

処

か

ら
移

動

す

る

も

の
で

あ

る

こ

と

を
考

慮

し

な

け

れ

ば

な

ら
な

い

が
、

イ

ン

ド
の

シ

ー

ル

の
使

用

法

か

ら
考

え

て
、

ク

シ

ャ

ー

ナ
時

代

の
地

層

か
ら

カ
ピ

ラ

バ

ス
ト

の
銘

の
あ

る

四

〇

の

シ
ー

ル
と

ポ

ッ
ト

の
蓋

の
発

見

に
よ

つ
て
、

三

世

紀

頃

ピ
プ

ラ

ハ
ワ

の
カ

ニ
シ
カ

王

寄

進

の
僧

院

に

は

カ

ピ

ラ
バ

ス
ト

の
比

丘
達

が
住

ん

で

い
た

こ
と

を

知

る

こ
と

が
出

来

る
。

今

年

五

月
刊

行

の

ネ

パ

ー

ル
仏

教
界

の
出

版

物

に

は

四
〇

シ
ー

ル
の
中

に

は

紙

上

に

発

表

さ

れ

た

O
m
 
d
e
v
a
p
u
tr
a

…

…
s
a
n
g
h
a
s
y
a

の

シ

ー

ル

の

他

に
、

m
a
h
a
k
a
p
ila
v
a
stu
 
b
h
ik
s
u

Sa
n
gq
h
a
sy
a

(
大

カ

ピ

ラ
バ

ス
ト

比

丘
僧

伽

の

(
も

の
)
)

と

あ

る

シ

ー

ル
も

混

つ

て
あ

る

こ
と

が
記

さ

れ

て
い

る
。

ピ
プ

ラ

ハ
ワ
の
仏

塔

と
僧

院

の
規

模

か

ら
考

え

て

か
な

り
多

く

の

比

丘
達

が
起

居

し

て

い
た

に

違

い
な

い
。

二

種

の

シ
ー

ル
の
最

後

の
語

が

sa
n
gq
h
a
s
y
a

と

な

つ

て

い

る

こ

と
か

ら

見

て
、

比

丘
達

が

自

分

の
所

属

す

る
団

体

名

の
あ

る

シ

ー

ル
を

用

い

て
自

分

達

の
持

物

で
あ

る

こ
と

を

表

示

し

た

も

の

で
あ

る

と

思

わ

れ
る
。

仏

典

に

は
釈

迦

国

の
八
都

市

名

が

見

ら

れ

る

が
、

カ

ニ

シ

カ
王

後

の
三

世

紀

頃

に

は

カ

ピ

ラ

バ

ス
ト

と

マ

ハ
ー

カ

ピ
ラ

バ

ス
ト

は

同

か
異

か
。

イ

ン
ド
側

未
発

表

の

マ

ハ
ー

・
カ

ピ

ラ

バ

ス
ト

と
あ

る

シ

ー

ル

の
前

に

o
m

d
e
v
a
p
 
t
r
a
v
a
r
eが

な

い

の
を

省

略

と

見

る

べ

き

か
ど

う

か
、

も

し

省
略

で
な

い

と
す

れ

ば

カ

ピ

ラ

バ

ス
ト

と

マ

ハ

ー

・
カ

ピ

ラ

バ

ス
ト
は
異

る

と
見

ら

れ

な

い

か
。

未

発

表

の

シ
ー

ル
に

つ
い

て
も

そ

の
所

見

が

や

が

て
発

表

さ

れ

る

こ

と
に

な

る

だ

ろ

う
。
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「
ペ
ッ
ペ
が
塔
の
頂
上
か
ら
十
八
フ
ィ
ー
ト
の
地
点
で
石
棺
を
発
見

し
た
が
、

ス
リ
バ
ス
タ
ブ
氏
は
土
製
の
塔
を
発
見
し
、
深
さ
六
メ
ー
ト

ル
で
二
小
室
が
あ
り
、
塔
は
三
段
に
分
れ
て
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

報
告
し
た
。
氏
の
発
見
し
た
小
室
と
ペ
ッ
ペ
発
見
の
石
棺
の
間
隔
は
報

告
さ
れ
て
い
な
い
が
、
約
六
〇

セ
ン
チ
の
間
隔
が
あ
る
と
考

え
ら

れ

る
。

ペ

ッ
ペ
は
石
棺
の
下
に
煉
瓦
の
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
に
対

し
、

ス
リ
バ
ス
タ
ブ
氏
は
土
製
の
塔
を
発
見
し
た
と
い
う
。

一
般
に
煉

瓦
製
よ
り
も
土
製
が
古
い
と
さ
れ
る
が
、
し
か
も
土
製
の
塔
の
中
に
煉

瓦
の
小
室
が
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
塔
と
二
小
室
と
は
同
時
代
に
造
ら
れ

た
も
の
か
ど
う
か
。
ま
た
小
室
が
煉
瓦
製
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
約

六
〇
セ

ン
チ
の
深
所
と
い
つ
て
も
、
ペ
ッ
ペ
発
見
の
石
棺
と
ス
リ
パ
ス

タ
ブ
氏
発
見
の
小
室
と
は
同
じ
レ
ベ
ル
で
は
な
か
つ
た
か
ど
う
か
。

ペ
ッ
ペ
は
大
石
棺
が
良
質

の
大
砂
岩
を
掘
抜
い
た
も
の
で
あ
り
、
ピ

プ
ラ
ハ
ワ
よ
り
北
方
で
は
産
出
し
な
い
石
で
あ
り
、
函
蓋
と
も
に
立
派

で
製
作

に
あ
た
つ
て
は
経
済
力
と
政
治
力
の
あ
る
人
の
介
在
が
考
え
ら

れ
る
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
石
棺
の
中
に
入

つ
て
い
た
舎
利
壷
が
複
製

品
に
過

ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
前
五
世
紀
に
入
滅
し
た
釈
尊
や
殺
獄
さ
れ

た
釈
迦
族
の
人
々
の
た
め
に
、
誰
人
が
前
三
世
紀
に
な
つ
て
大
石
棺
と

多
く
の
副
葬
品
を
供
え
た
の
か
。
そ
れ
ま
で
何
処
に
安
置
さ
れ
て
い
た

も
の
を

ピ
プ
ラ
ハ
ワ
に
改
葬
し
た
か
。
そ
し
て
、
そ
の
人
達
は
そ
の
少

し
下
の
煉
瓦
製
の
小
室
を
知
ら
な
か
つ
た
の
か
。
も
し
仏
舎
利
で
あ
る

こ
と
を
知

つ
て
い
た
と
す
れ
ば
何
故
立
派
な
石
棺
に
安
置
し
な
か
つ
た

か
。ま

た
、
塔
が
三
段
に
分
れ
、
二
小
室
が
煉
瓦
製
な
ら
ば
、
三
段
と
は

何
時
代
と
何
時
代
に
区
分
さ
れ
る
か
、
頂
上
よ
り

一
〇

フ
ィ
ー
ト
か
ら

始

つ
た
パ
イ
プ
と
石
棺
と
時
代
区
分
と
の
関
係

は
ど
う
か
。
そ
し
て
三

段
の
中
、
古
い
地
層
が
仏
滅
と
ほ
ど
遠
く
な

い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

当
時
中
印
北
部
の
他
の
地
区
で
も
煉
瓦
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
新

た
に
発
見
さ
れ
た
二
舎

利
壷
に
刻
文
が
な
い
こ
と
か
ら
仏
舎
利
壷
と
直

ち
に
決
定
し
得
な
い
こ

と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
同

一
人
の
舎
利
を
奉
祀
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
何
故
二
壷
に
分
け
た
か
。
二
壷
は
別
人
の
も

の
と
考
え
ら
れ
な
い

か
。
も
し
石
棺
と
二
小
室
と
が
同
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
小
室

の
舎
利
壷
は
仏
陀
以
外
の
仏
教
関
係
者
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
得

な
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

法
顕
は
五
世
紀
初
頭
、
玄
斐
は
七
世
紀
の
前
半
に
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
を

訪
れ
て
い
る
。
両
三
蔵
が
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
を
訪

れ
な
が
ら
仏
舎
利
の
塔

に
何
等
関
説
し
て
い
な
い
の
は

一
体
ど
う
解
釈

し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
両
三
蔵
の
訪
れ
た
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
は
ピ
プ
ラ

ハ
ワ
の
カ
ピ
ラ
バ
ス

ト
と
は
別
の
場
所
を
訪
れ
た
と
言
つ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
或
は
両

三
蔵
の
訪
れ
た
時
は
釈
迦
族

の
人
々
の
塔
で
あ

る
こ
と
だ
け
が
伝
え
ら

れ
て
仏
舎
利
塔
で
あ
る
こ
と
が
忘
れ
去
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
玄
婁
は
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
周
辺
に
お
い
て
二
本

の
阿
育
王
柱
を
見
て

い
る
。
現
在
ネ
パ
ー
ル
領
チ
ラ
ウ
ラ
コ
ッ
ト
か
ら
北
東
ニ

マ
イ
ル
弱
の

ピ
プ

ラ

ハ
ワ
発
掘

の
今
昔

と
問
題

点
 
(
中

村
)
 

一
一
五
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ピ
プ
ラ

ハ
ワ
発
掘

の
今
昔

と
問
題
点
 
(
中

村
)
 

一
一
六

一一
グ
リ

ハ
ワ
池
辺
に
阿
育
王
の
石
柱
が
あ
り
、
南
五
マ
イ
ル
弱
の
ゴ
ー

テ
ハ
ワ
に
も
阿
育
王
の
石
柱
が
あ
る
。
池
辺
の
石
柱
は
玄
斐
の
記
す
る

拘
那
含

仏
の
ス
ト
ー
パ
の
側
に
あ

つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
刻
文
か
ら

明
か
で
あ
つ
て
、
玄
婁
の
記
す
位
置
に
あ
る
な
ら
ば
チ
ラ
ウ
ラ
ロ
ッ
ト

が
カ
ピ
ラ
城
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
他
処
か
ら
移

動
し
た
こ
と
が
明
白
で
、
そ
の
原
位
置
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

ゴ
ー
テ

ハ
ワ
の
阿
育
王
石
柱
は
銘
文
の
あ
る
べ
き
辺
の
上
部
か
ら
壊
失

し
て
い
る
の
で
拘
楼
秦
仏
の
た
め
の
も
の
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。

も
し
拘
楼
秦
仏
の
石
柱
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
る
な
ら
ば
、
そ
の
位

置
か
ら

い
つ
て
も
チ
ラ
ウ
ラ
コ
ッ
ト
が
カ
ピ
ラ
城
で
あ
る
こ
と
に
役
立

つ
。ピ

プ

ラ
ハ
ワ
が
宮
殿
カ
ピ
ラ
城
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
た
め

に

は
、
ゴ

ー
テ
ハ
ワ
の
石
柱
と

ニ
グ
リ
ハ
ワ
の
石
柱
と
は
元
来

一
本
の
も

の
で
あ

つ
た
の
を
、

ゴ
ー
テ
ハ
ワ
石
柱
の
上
部
を
誰
人
か
が
北
東
約
六

マ
イ
ル
の
ニ
グ
リ
ハ
ワ
池
辺
に
移
動
し
た
も
の
で
あ
り
、
拘
那
含
仏
の

石
柱
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
玄
斐
が
拘

那
含
仏

の
石
柱
は
拘
楼
秦
仏
石
柱

の
東
北
三
〇
余
里

(
五
マ
イ
ル
弱
)
と

記
し
て
い
る
が
、
ゴ
ー
テ
ハ
ワ
は
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
の
西
北
八
マ
イ
ル
に
位

置
し
て
い
る
か
ら
、
玄
斐
が
東
北
と
記
し
て
い
る
の
を
西
北
に
改
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
そ
れ
に
よ
つ
て
拘
那
含
仏
の
石
柱
が
説
明
さ

れ
た
と
し
て
も
、

カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
の
南
方
五
〇
里
に
あ
る
拘
楼
秦
仏

の

塔
側
の
三
〇
余
尺
の
大
石
柱
が
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
の
南
方
約
六

マ
イ
ル
で
発

見
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
厄
介
な
こ
と
が
残
さ
れ
る
。

ペ
ッ
ペ
発
掘
の
舎
利
壷
の
碑
文
を

「仏
舎
利
を
奉
祀
し
た
も
の
」
と

解
読
し
た
学
者
も
、
「釈
迦
族
の
人

々
の
も
の
」
と
し
た
学

者
も
、

カ

ピ
ラ
バ
ス
ト
は
毘
琉
璃
王
に
よ
つ
て
攻
撃
さ
れ
滅
亡
し
た
と
い
う
伝
承

に
立
ち
、

カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
は
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
の
古
墳
群
即
ち

ス
ト
ー
パ
や

僧
院
よ
り
他
の
揚
所
に
あ
る
と
し
、

ピ
プ
ラ

ハ
ワ
の
大
古
墳
は
毘
瑠
璃

王
の
攻
略
に
よ
つ
て
滅
亡
し
移
住
し
た
釈
迦
族

に
よ
つ
て
建
立
さ
れ
た

も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
今
回
発
見
さ
れ
た
二
舎
利
壷
が
仏
舎
利
壷

で
、
石
棺
の
舎
利
壷
が
複
製
品
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
も
、
学
者

達
が
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
滅
亡
し
た
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
は
旧
市
に
あ
る

と
見
る
か
、
大

ス
ト
ー
パ
と
僧
院
の
あ
る
ピ
プ

ラ
ハ
ワ
は
首
都
の
郊
外

か

一
部
に
位
置
し
て
い
る
と
見
る
か
は
別
と
し
て
、
宮
殿
カ
ピ
ラ
バ
ス

ト
は
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
の
大

ス
ト
ー
パ
と
僧
院
の
あ

る
遺
跡
と
は
別
の
場
所

に
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
紙
上
に
も

「
こ
の
修
道
院
と
ス
ト
ー
パ
の
位
置

を
確
定
し
た
ス
リ
バ
ス
タ
ブ
氏
は
次
の
段
階
は
そ
の
古
代
の
町
を
発
見

す
る
こ
と
だ
。
大
規
模
な
発
掘
で
大
き
な
煉
瓦

建
築
を
二

つ
見

つ
け

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
や
こ
れ
ら
の
建
築
の
構

造

の
性
質
か
ら

い
つ

て
、
こ
れ
が
釈
迦
族
の
長
、
仏
陀
の
父
親
で
あ
る
シ
ュ
ド
ー
ダ
ナ
王
の

住
居
群
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
」
と
述

べ
た

こ
と
を
記
し

て
い

る
。
氏
の
言
う
よ
う
に
、
二
つ
の
煉
瓦
建
築

こ
れ
が
釈
尊
の
出
家
前
の

宮
殿
カ
ピ
ラ
バ

ス
ト
な
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
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ピ
プ
ラ
ハ
ワ
の
遺
蹟
群
に
つ
い
て
は
ム
ケ

ル
ジ
ー
が
詳
細

に
報
告

し
、
「
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
の
近
隣
に
あ
る
古
墳
群
は
釈
迦
族
が
ス
ト
ー

パ
と

僧
院
を
設
立
し
た
重
要
な
町
で
あ
る
が
、
大
般
浬
繋
経
の
カ
ピ
ラ
パ
ス

ト
の
釈
迦
族
の
記
述
や
他
の
年
代
記
か
ら
明
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、

(
ヵ
ピ
ラ
バ
ス
ト
は
)
そ
の
古

い
町
か
ら
余
り
遠
く
な
い
」
と
結
論
し
た

の
で
あ
る
。
ピ
プ
ラ
ハ
ワ
の
近
く
に
あ
る
大
遺
構
と
し
て
は
南

一
マ
イ

ル
に
ガ

ン
ワ
リ
ヤ
コ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
の
東
南
ニ

マ
イ
ル
に
ピ
パ
ル
ソ

ン
コ
ッ
ト
、
西
北
四

マ
イ
ル
に
は
シ
サ
ハ
ン
ニ
ャ
ロ
ッ
ト
が
あ
る
。

ピ

パ
ル
ソ
ン
コ
ッ
ト
は
小
に
過
ぎ
、
シ
サ
ハ
ン
ニ
ャ
コ
ッ
ト
は
ネ
パ
ー
ル

領
で
あ

つ
て
、

ス
リ
バ
ス
タ
ブ
氏
が
二
つ
の
大
き
な
建
築
物
を
発
見
し

た
の
は
ガ

ン
ワ
リ
ヤ
コ
ッ
ト
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

釈
迦
族

の
祖
先
は
何
時
頃
か
ら
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
に
定
着
し
た
か
は
明

か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
経
典
に
よ
れ
ば
、
釈
尊
の
祖
先
は
釈

尊
よ
り
数
代
遡
る
も

の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
宮
殿
カ
ピ
ラ
バ

ス
ト
か
ら
は
イ
ン
ド
の
考
古
学
上
そ
の
時
代
を
推
定
し
得
る
彩
文
灰
色

土
器
を
始
め
遺
物
が
発
掘
さ
れ
証
明
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

中
国
資
料
も
含
め
て
宮
殿
カ
ピ
ラ
バ
ス
ト
を
探
索
す
る
と
き

「
宮
城
の

周
り
は

一
四
或
は

一
五
里

(約
ニ
マ
ィ
ル
)
瓦
を
畳
ね
て
基
趾
を
成
ず
」

と
記
し
た
玄
饗
の
記
録
と
相
応
し
て
い
る
大
城
壁
を
も
ち
、

ル
ン
ビ
ニ

を
中
心
と
す
る
十
五

マ
イ
ル
以
内
に
あ
る
こ
と
も
要
件
と
な

つ
て
い

る
。
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